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踏み出してみよう“海外” への一歩
　2020年の東京オリンピック・パラリンピックを目前に控え、気運の高まりを感じます。今回の会員アンケート
では「海外」をキーワードに会員の皆さんの意識を調査しました。今号の特集を通して、本会の国際関連事業に
ついても関心を持っていただくきっかけとなれば幸いです。

［ 性別 ］［ 会員比率 ］ ［ 年代 ］

調査： JPTA NEWS 318（4月号）アンケート＊　実施期間：2019年2月14日～2月20日　回答者数：5462名
＊マイページに登録されている会員の皆さまのメールアドレス宛にご協力のお願いをお送りいたします。
　メールが届いていない方は、マイページ上に有効なアドレスが登録されているかご確認ください。
＊今号からはホームページの新着情報・LINE・Twitter・Facebookのリンクからもご回答いただけるようになりました。
　それにともない、回答者のうち何パーセントが会員か記載することといたします。

男性
3843

女性
1604

はい
（入会手続き中を含む）

5442

無回答
15いいえ

13

30代
2105

40代
1257

20代
1571

50代
432

60代以上
83

無回答
14

無回答
7

　アンケートの結果、86％の方が「海外」に興味を持っていました。その内59％の方が仕事
やプライベートを問わず、行動していたり、行動に移す予定があるようです。
　その一方で、興味があっても「行動に踏み切れない」と回答した方のもっとも多い理由は　　　　　

「語学力への不安」でした。それ以外の理由には「家族の理解不足や収入の不安」といっ
た、子育て世代の多い会員の皆さんならではの理由が上がっていました。
　今後、海外からの旅行者、外国人労働者数の増加が予想される中で、たとえ「国内」にい
ても「海外」に触れる機会は増えるかもしれません。次のページでは、本会の国際関連事業
を紹介しています。まずは知るところから始めてみませんか。

Q1 あなたは「海外」に興味がありますか？

Q3 本会はWCPT加盟組織であり、
本会会員はWCPTにリンクしていることになります。
ご存知でしたか？

※趣味・仕事・語学・その他問いません

Q2 何か「海外」に関わる行動をしたことがありますか？
またする予定はありますか？
※趣味・仕事・語学・その他問いません

3711

2403

2008

1428

1218

1112

950

948

889

海外旅行に行く

外国語講習を受ける

海外で働く

海外の学術大会に参加する

JICA等のボランティアに行く

日本理学療法士協会の
「国際活動への協力者登録」に登録する

国際活動に関するコラムを読む

海外の大学・大学院に留学する

海外の学術誌へ投稿する

874協会の国際事業
（語学ボランティア等）に参加する

199その他

ある

65%

まあある

21%

ない
5%

あまりない
9% 86%の方が興味があると回答＊＊ある・まあある含む

　WCPTはアフリカ地区、アジアー西太平洋地区、ヨーロッパ地区、北アメリカーカリビアン地

区、南アメリカ地区の5つの地区に分類された加盟協会で構成された国際機関です。1951年に
設立され、現在*109の組織、450,000人以上の理学療法士が参加しています。 本会もWCPT
の加盟組織であり、本会会員である読者の皆さまもWCPTにリンクしていることになります。世
界学会であるWCPT Congress 2019はスイス連邦にて開催され、日本も2023年開催の誘致
活動を行っています。
＊2018年時点

　ACPTはアジア地域の理学療法士が、互いに交流し専門性の追求や地位の向上などを目的とし

て、1980年4月に、日本をはじめ、インドネシア共和国、マレーシア、大韓民国、フィリピン共和国、タ
イ王国、台湾によって創設されました。次回のACPT Congress は2020年に中華人民共和国マカ
オ特別行政区にて開催されます。

1位　46％　語学力に自信がない
2位　28％　きっかけがない
3位　16％　時間がない

ある

59%

ない

41%

59%の方があると回答＊
＊ある・まあある含む

2270

955

526

512

309

194

149

138

130

海外旅行に行く

外国語講習を受ける

海外の学術大会に参加する

国際活動に関するコラムを読む

海外の学術誌へ投稿する

海外で働く

JICA等のボランティアに行く

海外の大学・大学院に留学する

71協会の国際事業（語学ボランティア等）に参加する

443その他

日本理学療法士協会の「国際活動への協力者登録」に登録する

行動に踏み切れない
理由を教えてください。

日々の仕事と、
子育てで手一
杯です。

（東京都40代女性）

活動に至る窓口が
わからない。帰国
後 の 職 場や収 入
面の不安。

（愛知県30代男性）

(The World Confederation for Physical Therapy)
世界理学療法連盟WCPT

(The Asian Confederation for Physical Therapy)
アジア理学療法連盟ACPT
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国際事業と関連キーワード
　第47回定時総会にて報告された平成30年度事業計画の一つ「Ⅰ 職域の防衛・拡大　4．海外展開の強化」をは
じめ、本会では様々な国際関連の事業を進めています。本コーナーではその一部を紹介します。

国連システムの中で保健を統括する機関です。国際保健の分野でのリーダーシップ、保健に関する研究課題の決
定、規範・基準の設定、エビデンスに基づく政策課題の提唱、各国への技術支援、保健状態のモニタリングや評価
などを行います。

日本における障害分野の国際協力・交流を行う最大規模の市民社会組織ネットワークで開発系組織、当事者団
体、専門職団体などが加盟している連絡会です。本会も会員団体の一つとして活動に参加しており研修会や広報
などで協力しています。

日本の政府開発援助（ODA）を一元的に行う実施機関として、開発途上国へ人材派遣協力等、国際協力活動を
行う組織です。

日本国内の障害者団体及びその関係団体が加盟しています。障害者団体を中心に連携し、「アジア太平洋障害
者の十年」及びわが国の障害者施策を推進し、障害者の権利を推進することを目的として活動する組織です。

2015年9月の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための2030アジェンダ」にて記載された2016年か
ら2030年までの国際目標です。17の国際目標のうち3は「保健：すべての人に健康と福祉を」です。

WHOは、不健康な食事や運動不足、喫煙、過度の飲酒などの原因が共通した、生活習慣の改善により予防可能
な疾患をNCDsとしています。狭義では、がん・糖尿病・循環器疾患・慢性呼吸器疾患が含まれるとされています。

国連システムにおける、政策の策定と管理を行う機関です。障害者に関する問題を取り上げ、「障害者の権利に
関する条約（Convention on the Rights of Persons with Disabilities）」とその「選択議定書（Optional 
Protocol）」が加盟国内における実施を促します。

アジア太平洋地域の持続可能な開発・貿易・人権に関する分野を中心に活動する組織です。1992年から引き続き
「アジア太平洋障害者の10年（1993-2002）」を決議し、該当地域の障害者の生活の質向上を目指しています。

WHO

UN DESA

JANNET

JICA

JDF

SDGs

NCDs

UNESCAP

World Health Organization  
世界保健機関 

United Nations Department of Economic and Social Af fairs
国連経済社会局 

Japan NGO Network on Disabilities
障害分野NGO連絡会 

Japan International Cooperation Agency
独立行政法人国際協力機構 

Japan Disability Forum
日本障害フォーラム

Sustainable Development Goals
持続可能な開発目標

Non-communicable Diseases
非感染性疾患

United Nations Economic and Social Commission for Asia and the Pacific
国連アジア太平洋経済社会委員会 

　本会では、国際事業の一つとして、シンガポールへの人材派遣事業を実施し
ました。実際に派遣された方からメッセージをいただきました。
　シンガポール国立大学保健機構（National University Health 
System）に派遣された2017年8月当初、非常に珍しい存在であった予防
理学療法が、2019年3月現在、他の医療グループに影響を及ぼす存在へ
と大きく成長しました。日本のコグニサイズの現地化と普及に取り組んでき
た2年間、言葉や民族、文化、宗教は違っても、「健康で長生きしたい」「こど
も達の負担にはなりたくない」という共通の思いがある限り、日本の予防理
学療法が通用することを経験できました。

　アジア健康構想の基本方針と国際・アジア健康構想協議会の方向性との
一体的な取り組みとして、本会ではアジア理学療法フォーラムを2017年度
から開催しています。第2回目となる今回は、2019年1月11日～12日に、
本会、内閣官房健康・医療戦略室およびERIA（Economic Research 
Institute for ASEAN and East Asia 日本語名：東アジア・アセアン経
済研究センター）共催の下、本邦から国会議員、行政官など、アジアからは
17の国と地域が参加し、開催されました。

　アジア地域の理学療法を牽引する次世代のリーダーを育成することを目的
に実施しています。2017年度は台湾にて2泊3日の日程で開催し、日本から
は6名の理学療法士が参加しました。学術・職能分野での今後の課題を議論
するとともに、台湾学会に参加しました。開催後もSNSでの交流、台湾の理学療
法士の日本訪問など個人レベルでの交流も続いています。2018年度は2019年
3月7日から10日にかけてシンガポールで開催されました。

　会員の国際的知見を広げ、今後のネットワーキングに寄与する人材を育成
することを目的に、2019年2月に東京都（田町）にて開催しました。基本的にす
べて英語で実施し、午前は本会からの活動報告、午後はmini pechakucha
とグループディスカッション、プレゼンテーションを行いました。希望者には1月
に開催された第2回アジア理学療法フォーラムに参加し、研修会にて報告し
ていただくなど、本会の国際事業への参加も推進しています。

シンガポールへの人材派遣事業

アジア理学療法フォーラム

 アジア次世代ヤングリーダープログラム

国内語学研修

国際研修 

国際研修 

その他の事業は、WEBサイトを確認してください。
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副会長
国際事業推進執行委員会　委員長

内山 靖 氏
Y a s u s h i  U c h i y a m a

　会員アンケートでは、WCPT（The World Confederation for 
Physical Therapy）世界理学療法連盟へ本会が加盟しており、本
会会員も間接的にWCPTに所属していることを知っている方は全
体の42%に留まりました。そこで、国際的な視野からみた本会の活
動、その意義や展望について、国際事業推進執行委員会委員長で
もある副会長の内山 靖がお話します。 

国
際
活
動
が
必
要
な
の
か
？

日 本の理学療法草創期には、海外の理学療法士から多くの
献身的な支援を受けました。養成校の教員や日本の病院

での臨床実習指導などへの協力が無ければ、現在の私たちはこ
れほどまでに成熟していなかったでしょう。また、現在では海外の
大学・大学院や病院等でも、日本の理学療法士を積極的に受け
入れてくれています。災害の際には、多くの励ましや物心ともに言
葉に尽くせぬ支援をいただいています。
　私たちの仲間は、青年海外協力隊や様々な実践活動・教育研
究を通じて海外活動を行ってきました。本会としての組織的な取り
組みとして、世界に先駆けた少子高齢社会における理学療法の創成
普及・啓発を通して、各会員の成長や職能活動につながる国際活動
を目指しています。

本 会は、世界で最大の会員数を誇ると同時に、きわめて高い
組織率を誇っています。現在までに本会が行ってきた様々な

学術的、職能的な活動によって、世界の理学療法士たちは日本に注
目しています。これまで、韓国、台湾、オーストラリア、シンガポールな
どと２協会間の協定（MOU）を結び、アジア地域での理学療法の発
展にも寄与してきました。
　今後は、この30年間で培った高齢社会に対する経験と成果を世
界に発信し、再生医療や医工連携と融合した将来の理学療法の姿
を相互に構築する必要があります。また、日本国政府が進めているア
ジア健康構想にも積極的な関与が期待されています。日本の豊富な
人財を生かし、地域や文化を尊重した技術移転やガイドラインの作
成など、研究－臨床実践－教育を通じて、私たち自身を含めた世界の
理学療法士の職能活動に生かしていきます。

海 外の理学療法士や市民と接することで、日本への温か
い眼差しに触れ自身を振り返る絶好の機会になります。

また、理学療法士の自律性（autonomous practice）を実感で
き、社会制度や文化との適合を考える上でも多くの学びがあると
思います。
　本会では、内閣府との共催によるアジア理学療法フォーラム、協
会活動としてアジア次世代ヤングリーダープログラム（AYLP）や語
学研修など多くの事業を展開しています。理学療法士という専門
性は、言葉や文化の障壁を低くし、同じ価値観を共有しながら相
互の成長につながります。
私たちと一緒に“一歩”前へ踏み出してみませんか。
あなたの未来が見えます！

なぜ、日本理学療法士協会が
国際活動を行う
必要があるのですか？

Q

これから、どのような
活動をしていくのですか？Q

海外に関する活動をする
メリットは何ですか？Q

な
ぜ
、

2023年のWCPT学会
開催国に日本が立候補
しています。
結果は5月に日本理学
療法士協会WEBサイト
にてお知らせします。

お知らせ

＊JPTA NEWS 318（4月号）アンケート実施日：2019年2月14日～2月20日　回答者数：5462名
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Cross Talk

高
齢
化
が

猛
ス
ピ
ー
ド
で
進
む

ア
ジ
ア

健
康
医
療
問
題
も

ボ
ー
ダ
レ
ス
の
時
代
に

半
田

：

1
月
に
開
催
し
た「
第
2
回

ア
ジ
ア
理
学
療
法
フ
ォ
ー
ラ
ム
」は
、

先
生
に
も
ご
登
壇
い
た
だ
き
、お
か
げ

さ
ま
で
大
盛
況
で
し
た
。

武
見

：

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
、ア
ジ
ア

に
お
け
る
人
口
動
態
の
変
化
を
ご
説

明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

半
田

：

長
年
、ア
ジ
ア
に
お
け
る
健

康
医
療
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
ね
。

武
見

：

日
本
は
、地
理
的
に
み
て
も

つ
な
が
り
が
深
い
ア
ジ
ア
諸
国
と
の

関
わ
り
の
中
で
発
展
す
べ
き
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。も
と
も
と
父
が
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
公
衆
衛
生
大
学
院
で
、

武
見
国
際
保
健
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
っ

た
こ
と
も
あ
り
、公
衆
衛
生
分
野
へ

の
関
心
が
高
く
、参
議
院
議
員
に

な
っ
て
以
来
ず
っ
と
ア
ジ
ア
の
健
康

医
療
問
題
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
し
て

い
ま
す
。

半
田

：

ア
セ
ア
ン
に
お
け
る
高
齢
化

の
ス
ピ
ー
ド
は
す
さ
ま
じ
い
で
す
ね
。

武
見

：

人
口
動
態
の
予
測
に
よ
る

と
、い
ず
れ
は
世
界
の
高
齢
者
人
口

の
65
〜
70
%
近
く
が
ア
ジ
ア
に
居
住

す
る
と
い
う
よ
う
な
時
代
に
な
り
ま

す
。高
齢
化
社
会
に
な
れ
ば
、感
染

症
だ
け
で
な
く
ガ
ン
や
虚
血
性
心

疾
患・脳
卒
中
な
ど
の
非
感
染
性
疾

患
の
患
者
さ
ん
た
ち
も
必
然
的
に

増
え
て
き
ま
す
。

半
田

：

そ
う
な
る
と
、非
感
染
性
疾

患
に
対
応
し
た
保
健
医
療
福
祉
の

サ
ー
ビ
ス
が
で
き
な
い
国
も
出
て
き

そ
う
で
す
。

武
見

：

は
い
。ア
ジ
ア
の
問
題
点
は
、

保
健
医
療
福
祉
の
サ
ー
ビ
ス
を
作
る

前
に
高
齢
者
人
口
が
増
え
始
め
て
い

題
は
主
権
国
家
の
枠
を
超
え
て
、人

類
社
会
の
問
題
と
し
て
対
応
し
な
け

れ
ば
解
決
で
き
な
い
時
代
に
入
っ
て

き
ま
し
た
。

半
田

：

国
ご
と
に
行
っ
て
い
た
の
で

は
、大
き
な
差
が
出
て
し
ま
い
そ
う

で
す
ね
。

武
見

：

も
と
も
と
あ
る
健
康
医
療

分
野
の
格
差
が
、今
後
は
さ
ら
に
拡

大
し
て
い
く
で
し
ょ
う
。ま
だ
医
師
と

看
護
師
の
制
度
し
か
な
い
国
も
非
常

に
多
く
、術
後
の
リ
ハ
ビ
リ
や
社
会

復
帰
、日
常
生
活
の
機
能
回
復
な
ど

を
行
う
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
の
人
た
ち
が

圧
倒
的
に
足
り
て
い
ま
せ
ん
。

半
田

：

理
学
療
法
士
な
ど
は
、ま
さ

に
そ
う
で
す
ね
。

武
見

：
資
格
も
な
い
、養
成
学
校

も
な
い
、サ
ー
ビ
ス
も
な
い
。こ
ん
な

「
な
い
な
い
尽
く
し
」の
状
態
で
、猛

烈
な
勢
い
で
進
む
高
齢
者
人
口
に
ど

う
対
応
し
た
ら
い
い
の
か
。

内
山

：

1
月
の
理
学
療
法
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
も
、各
国
か
ら「
教
育
を
も
っ
と

充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
」と
い
う
要
望

を
強
く
受
け
ま
し
た
。

武
見

：

そ
の
た
め
に
は
や
は
り
養
成

学
校
を
現
地
に
作
る
こ
と
と
、教
育

す
る
人
材
を
確
保
す
る
こ
と
が
大
事

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

半
田

：

国
際
保
健
と
い
う
概
念
も
、

時
代
と
と
も
に
変
わ
り
ま
し
た
。

武
見

：

武
見
国
際
保
健
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
で
き
た
1
9
8
3
年
当
時
は
、

「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ヘ
ル
ス
」と

る
こ
と
。加
え
て
、一人
当
た
り
の
国

民
所
得
が
増
え
る
前
に
高
齢
者
人

口
が
増
え
て
き
て
し
ま
っ
て
い
る
国

が
あ
る
の
も
問
題
で
す
。

半
田

：

医
療
や
福
祉
が
追
い
つ
い
て

い
な
い
わ
け
で
す
ね
。

武
見

：

65
歳
以
上
の
人
口
が
7
%

に
達
す
る
と「
高
齢
化
社
会
」、2

倍
の
14
%
以
上
に
な
る
と「
高
齢
社

会
」、3
倍
の
21
%
以
上
に
な
る
と

「
超
高
齢
社
会
」に
な
る
。日
本
は

も
う
27
%
く
ら
い
で
す
よ
ね
。

半
田

：

日
本
は
も
は
や
超
超
高
齢

社
会
と
い
う
わ
け
で
す
か
。

武
見

：

実
は
、他
の
国
は
そ
の
ス

ピ
ー
ド
が
日
本
よ
り
も
ず
っ
と
速
い

ん
で
す
。日
本
が
高
齢
化
社
会
に

入
っ
た
の
は
1
9
7
0
年
、高
齢
社

会
に
な
る
ま
で
に
か
か
っ
た
年
数
は

24
年
で
し
た
。こ
れ
に
対
し
、韓
国

は
18
年
、ベ
ト
ナ
ム
も
18
年
、中
国

の
よ
う
な
巨
大
な
人
口
を
持
っ
た
国

で
さ
え
23
年
で
高
齢
社
会
に
入
って

い
ま
す
。

ここ数年、日本だけではなくアジア各国でも高齢化が大きな問題になっています。国際化が進む現代では、健康や医療の問題は
もはや国内だけの問題でありません。アジアにおける健康医療問題に長年取り組んできた武見敬三氏に、今後アジアにおいて日
本と理学療法士が果たすべき役割についてお伺いしました。

－ 理学療法士の役割 －

半
田

：

こ
れ
ま
で
、健
康
医
療
は

も
っ
ぱ
ら
国
内
の
問
題
だ
と
考
え

ら
れ
て
き
ま
し
た
。

武
見

：

日
本
で
も
そ
う
考
え
て
い
る

方
は
ま
だ
多
い
で
す
。し
か
し
、西
ア

フ
リ
カ
で
エ
ボ
ラ
出
血
熱
の
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
が
起
き
た
と
き
を
み
て
も
わ

か
る
よ
う
に
、人・物・金
が
国
境
を

越
え
て
瞬
時
に
行
き
交
う
時
代
な

の
で
、あ
っ
と
い
う
間
に
世
界
中
に
広

ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。健
康
医
療
問

半田 一登
公益社団法人 
日本理学療法士協会　会長

内山 靖 武見 敬三 氏

参議院議員
副会長
国際事業推進執行委員会　委員長

たけみ けいぞう ◉ 1995年　参議院議員初当選
2006年　厚生労働副大臣
2007年　ハーバード大学公衆衛生大学院研究員
2013年　参議院（東京）4期目当選

国際社会とアジア健康構想
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呼
ん
で
い
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
、保
健

医
療
が
だ
ん
だ
ん
国
境
を
越
え
た

問
題
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
と
、今
度
は「
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル

ス
」つ
ま
り
国
家
と
い
う
枠
組
み
を

超
え
た
地
域
全
体
の
課
題
と
し
て

捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
わ

け
で
す
。そ
の
中
で
先
ん
じ
て
高
齢

社
会
を
迎
え
、人
材
育
成
や
産
業
育

成
を
行
って
き
た
日
本
が
ど
う
い
う

役
割
を
担
っ
て
い
く
か
。そ
こ
が
ま

さ
に
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

半
田

：

私
た
ち
も
、ま
っ
た
く
同
じ

考
え
で
す
。

武
見

：

ポ
イ
ン
ト
は
、同
じ
問
題
意

識
を
持
っ
て
い
る
人
同
士
が
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
作
っ
て
、国
境
を
越
え
て

つ
な
が
り
合
う
こ
と
。そ
れ
は
、国
が

政
策
を
実
行
す
る
と
き
の
土
台
に
も

な
り
ま
す
。

半
田

：

理
学
療
法
士
も
国
境
を
越

え
て
つ
な
が
り
合
う
必
要
が
あ
り
ま

す
ね
。

武
見

：

国
際
活
動
チ
ー
ム
を
作
っ
た

ら
い
い
と
思
い
ま
す
よ
。

半
田

：「
健
康
寿
命
」と
言
う
と
き

の「
健
康
」と
、「
健
康
づ
く
り
」と
言

う
と
き
の「
健
康
」と
は
意
味
合
い

が
違
う
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

武
見

：

使
い
分
け
さ
れ
て
い
る
の
が

現
状
で
し
ょ
う
。「
健
康
寿
命
」の
健

康
は
、最
低
限
日
常
生
活
が
自
分
で

営
め
て
、多
少
の
社
会
活
動
も
で
き

る
と
いっ
た
よ
う
な
最
低
限
の
健
康

状
態
。「
健
康
づ
く
り
」の
健
康
は
、

W
H
O
の
定
義
を
で
き
る
か
ぎ
り
満

た
し
た
健
康
状
態
で
は
な
い
か
と
考

え
ま
す
。

半
田

：

W
H
O
の「
健
康
」の
定

義
は
、「
フ
ィ
ジ
カ
ル
ヘ
ル
ス
」「
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ（social w

ell-
being

）」で
す
ね
。

武
見

：

こ
の
3
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の

う
ち
、ソ
ー
シ
ャ
ル
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
と
は
何
か
と
い
う
定
義
が
ま
だ
不

明
確
で
、議
論
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

半
田

：

測
定
方
法
に
も
問
題
が
あ

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。厚
生
労
働
省

の
健
康
寿
命
調
査
で
は
、30
代
女
性

の
不
健
康
値
が
高
い
の
で
す
が
、そ

の
理
由
が
妊
娠・出
産
と
い
う
こ
と

に
驚
き
ま
し
た
。

武
見

：

健
康
寿
命
の
測
定
に
用
い

ら
れ
て
い
る
の
は「
疾
病
負
荷
」、

D
A
LYs

と
い
う
方
法
で
、ど
れ
だ
け

疾
患
に
か
か
って
い
る
か
、そ
れ
に
よ

り
体
の
状
態
が
悪
化
し
て
い
る
か
を

測
定
す
る
や
り
方
で
す
。し
か
も
ア

ン
ケ
ー
ト
方
式
な
の
で
、回
答
者
の

主
観
に
よって
も
健
康
寿
命
に
差
異

が
生
じ
え
て
し
ま
い
ま
す
。で
す
か

ら
、必
ず
し
も
客
観
的
な
方
法
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

内
山

：

理
学
療
法
の
観
点
か
ら
も
、

多
く
の
方
が
納
得
で
き
る
よ
う
な
科

学
的
な
基
準
を
構
築
す
る
た
め
に

苦
心
し
て
い
ま
す
。

武
見

：

身
体
機
能
が
ど
の
よ
う
に
推

移
し
て
い
る
の
か
を
、客
観
的・科
学

的
な
エ
ビ
デ
ン
ス
で
測
定
で
き
る
方

法
を
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
し
ょ
う
。

半
田

：

ソ
ー
シ
ャ
ル
ウェル
ビ
ー
イ
ン

グ
と
い
う
概
念
は
難
し
い
で
す
ね
。

武
見

：

残
念
な
の
は
、こ
れ
ま
で
厚

生
労
働
省
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
ウェル
ビ
ー

イ
ン
グ
を「
社
会
的
福
祉
」と
訳

し
て
き
た
こ
と
。ソ
ー
シ
ャ
ル
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
は
社
会
的
福
祉
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

半
田

：

違
い
ま
す
よ
ね
。

武
見

：

ソ
ー
シ
ャ
ル
ウ
ェル
ビ
ー
イ
ン

グ
と
は
、健
康
に
生
き
る
た
め
の
社

会
的
な
生
活
環
境
の
よ
う
な
も
の
。

誤
訳
さ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
や
フ
ィ
ジ
カ
ル
ヘ
ル
ス
に

は
医
療
法
や
健
康
増
進
法
が
あ
る

の
に
、ソ
ー
シ
ャ
ル
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
だ
け
、ま
だ
対
応
す
る
法
律
が
作

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

半
田

：

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
世

界
で
は
、「
社
会
的
に
十
分
な
状

態
」と
い
う
訳
し
方
を
し
て
い
ま
す
。

「social w
ell-being

」

キ
ー
ワ
ー
ド
は

い
ろ
い
ろ
な
試
み
を
し
て
い
ま
す
。

半
田

：
た
と
え
ば
ど
の
よ
う
な
こ
と

で
し
ょ
う
か
？

武
見

：

私
が
面
白
い
と
思
っ
た
の
は
、

「
品
川
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー

ク
」。御
殿
山
小
学
校
の
横
に
ビ
ル

が
あ
り
、1
階
が
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョン
、2
階
が
区
立
大
崎
図
書
館
、

3
階
が
老
健
施
設
、4・5
階
が
回

復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
に

な
って
い
ま
す
。

半
田

：

図
書
館
と
老
健
施
設
が
同

じ
建
物
に
入
って
い
る
な
ん
て
、珍
し

い
で
す
ね
。

武
見

：

い
わ
ゆ
る
病
院
や
介
護
施

設
と
は
ま
っ
た
く
違
っ
た
雰
囲
気
で

す
よ
。図
書
館
で
は
、高
齢
者
と
子

ど
も
達
が
楽
し
そ
う
に
交
流
し
て
い

ま
す
。こ
の
よ
う
に
、今
ま
で
健
康
と

は
関
係
が
な
い
と
思
わ
れ
て
い
た
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
を
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
、

健
康
で
活
気
あ
る
地
域
社
会
を
作

る
こ
と
が
今
後
の
大
き
な
政
策
に

なって
く
る
と
思
い
ま
す
。

半
田

：

国
か
ら
の
支
援
が
あ
れ
ば
、

今
後
も
ど
ん
ど
ん
拡
大
し
て
い
き
そ

う
で
す
ね
。

武
見

：

2
0
4
0
年
を
目
途
に
、今

後
3
年
か
け
て
社
会
保
障
の
基
本

方
針
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。そ
の

中
で
、健
康
で
活
力
あ
る
長
寿
社
会

を
作
る
た
め
の
基
本
法
を
作
って
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

半
田

：

基
本
法
が
で
き
る
と
大
き
い

で
す
ね
。

武
見

：

は
い
。橋
本
聖
子
議
員
が
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
き
っ

か
け
に
、そ
う
い
う
法
律
を
作
れ
な

い
か
っ
て
相
談
に
来
ら
れ
て
。調
べ

て
み
た
ら
、W
H
O
の
定
義
の
ソ
ー

シ
ャ
ル
ウェル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
対
応
す

る
法
律
だ
け
が
抜
け
て
い
る
の
に
気

づ
い
た
ん
で
す
。健
康
に
関
わ
る
各

省
庁
が
協
力
し
合
っ
て
法
律
を
作

り
、ソ
ー
シ
ャ
ル
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

分
野
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ

う
に
す
る
の
が
、我
々
の
課
題
で
す
。

半
田

：

今
後
の
展
望
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

武
見

：

第
1
回
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、高
度
経
済

成
長
の
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

2
0
2
0
年
の
大
会
は「
活
力
あ
る

健
康
長
寿
社
会
」の
き
っ
か
け
に
し

た
い
と
私
は
思
って
い
ま
す
。

内
山

：「
活
力
」と
い
う
言
葉
は
、健

康・地
域・経
済
、い
ず
れ
に
も
し
っ

く
り
く
る
良
い
言
葉
で
す
ね
。

半
田

：

私
た
ち
も「
活
力
あ
る
健

康
長
寿
社
会
」の一
翼
を
担
え
る

よ
う
、国
内
・
海
外
活
動
と
も
に

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

世
界
1
1
0
カ
国
以
上
が
加
盟

し
て
い
る「
世
界
理
学
療
法
連
盟

（
W
C
P
T
）」の
2
0
2
3
年
学

会
の
開
催
国
に
東
京
も
手
を
あ
げ
て

い
ま
す
。

武
見

：

そ
れ
は
楽
し
み
で
す
ね
。ぜ

ひ
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。私
も
応
援

し
て
い
ま
す
。

官
民
一体
で
活
力
あ
る

健
康
長
寿
社
会
を
作
る

武
見

：

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョン
は
ソ
ー

シ
ャ
ル
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
関
係

す
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。た
と
え

ば
フ
レ
イ
ル
予
防
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
を
提

供
し
、同
時
に
そ
こ
に
あ
る
社
会
的

な
要
因
も
改
善
す
る
。相
乗
効
果
で

フ
レ
イ
ル
予
防
が
強
化
さ
れ
る
、国

と
し
て
は
そ
う
い
う
政
策
を
作
る
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
。

半
田

：

介
護
、健
康
寿
命
に
お
け
る

ソ
ー
シ
ャ
ル
ウ
ェル
ビ
ー
イ
ン
グ
で
大

事
な
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

武
見

：

大
事
な
の
は
国
民
の
意
識
を

高
め
る
こ
と
。健
康
に
関
心
が
な
い

人
に
関
心
を
持
って
も
ら
い
、正
し
い

情
報
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
が

大
事
な
の
で
す
。そ
の
た
め
に
国
で
は
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半
田  

一
登

会
長

vol

半
田  

一
登

会
長

平成29年度に第１回アジア理学
療法フォーラムを開催し、14の
国と地域の方々が東京に集まり

ました。その目的とするところはこれから急
速な高齢化を迎えるアジア諸国の理学療
法士に予防理学療法の重要性についての
認識を高めることと日本の理学療法士の
活躍の場をアジアに広げることでした。この
フォーラムを開催するまでに内閣官房や厚
生労働省と度重なる交渉を行い、１回目の
フォーラムは本会の資金で開催し、その結
果次第で２回目以降は政府関係資金を投

入するということになりました。
　第２回アジア理学療法フォーラムは今年
の１月に開催し、17の国と地域が集まりま
した。１回目と大きく異なったのは、理学療
法士だけではなく各国の行政機関からも参
加を求めたことでした。国や地域を動かす
ためには行政職の理解が不可欠という判
断からでしたが、会議中の行政職からの意
見は活発なものがありました。そして、２日
間の日程の最後に行った全体ミーティング
では、各国の教育に関する日本の支援や、
日本国内での理学療法技術に関する研修

システムの構築を、多くの参加者から求め
られました。そして、これらの要請に対して、
今後は日本政府を交えて前向きに検討す
るということになりました。
　次年度以降、日本国内での研修につい
ては数か所の病院の受け入れが決まって
おり、できれば１か月前後の研修システム
を構築したいと思っているところです。アジ
ア各国の理学療法の現状は私が知る限り
日本の数十年前の状況に酷似していると
思っています。また、海外での教育施設へ
の支援協力については、各所との意見交

換の中で、しっかりとした計画ができるので
あれば、学校建築に政府資金を投入するこ
とも可能であるとの見解を得ております。
　2040年以降、高齢者数はピークを過ぎ、
総人口は凄まじい勢いで減少していきま
す。当然ながら、理学療法士の対象患者も
少なくなり、医療の質も大きく変化していき
ます。現状に胡坐をかくのではなく、将来を
見据えて進んで行こうではありませんか。

教えて！田中まさし先生！

Q

このコーナーでは、本会理事の田中まさしが全国を訪問し、
若手会員の皆さんからいただいた様々な相談に丁寧にお答えしていきます。

ご質問はJPTA NEWS 編集担当までお送りください。

田中 まさし
Masashi Tanaka

1965年10月11日 北海道札幌市生まれ
1987年 清恵会第二医療専門学院卒業後 
 河内総合病院・上山病院・
 札幌東徳洲会病院
1995年 北海道千歳リハビリテーション学院

（副学院長、理学療法学科長）
2010年 北翔大学大学院人間福祉学研究科 
 人間福祉学専攻修了（修士）

田中まさし公認ゆるキャラ
まーくん

若手会員の皆さんからいただいた様々な相談に丁寧にお答えしていきます。

田中まさし公認ゆるキャラ
まーくん

A 　
い
つ
も
興
味
深
く
拝
見
し
て
い
ま
す
。田
中
先
生
は
養

成
校
教
員
の
ご
経
験
が
あ
る
そ
う
で
す
が
、理
学
療
法
士

養
成
校
の
教
育
課
程
が
4
年
制
大
学
に
完
全
に
移
行
す

る
こ
と
は
あ
り
得
る
の
で
し
ょ
う
か
。

栃木県 Fさん
（30代・女性）

　
結
論
か
ら
申
し
ま
す
と
、関
係
団
体
や
関
係
職
種
を
含
め
た
国
民
的
議
論
、

法
改
正
へ
む
け
た
政
府
与
党
お
よ
び
国
会
議
員
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
経
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、簡
単
に
は
移
行
で
き
な
い
状
況
で
す
。

　
理
学
療
法
士
作
業
療
法
士
学
校
養
成
施
設
指
定
規
則
が
1
9
6
6
年
に
施
行
さ
れ

て
以
来
、「
修
業
年
限
は
3
年
以
上
」で
あ
る
こ
と
は
改
正
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、こ
の
間

に
私
た
ち
に
求
め
ら
れ
る
知
識
と
技
能
お
よ
び
職
務
範
囲
は
飛
躍
的
に
拡
大
し
て
い
ま

す
。こ
れ
を
ふ
ま
え
て
本
会
は
4
年
制
大
学
化
へ
の
移
行
を
基
本
方
針
と
し
て
い
ま
す
。

　
3
年
制
専
門
学
校
や
短
大
を
経
営
す
る
学
校
法
人
な
ど
に
と
っ
て
4
年
制
大
学
化

は
極
め
て
ハ
ー
ド
ル（
教
員
確
保
、施
設
整
備
、財
源
の
捻
出
な
ど
）が
高
く
、入
学
者
確

保
に
悩
む
養
成
校
が
多
い
昨
今
、い
っ
そ
う
厳
し
く
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。ま
た
、高
学

歴
化
に
よ
る
人
件
費
の
増
加
が
予
想
さ
れ
、学
歴
や
能
力
を
加
味
し
な
い
報
酬
体
系
で

あ
る
現
状
で
は
経
営
上
の
負
担
と
な
る
な
ど
経
営
者
に
と
っ
て
は
受
け
入
れ
が
た
い
も

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。さ
ら
に
、理
学
療
法
士
は
看
護
師
や
作
業
療
法
士
な
ど
と
同
様

に
診
療
の
補
助
行
為
を
行
う
職
種
で
あ
り
、と
も
に
修
業
年
限
が
3
年
以
上
で
あ
る
こ

と
か
ら
、こ
れ
ら
職
種
と
の
整
合
性
な
ど
も
議
論
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、社
会
や
国
民
の
求
め
る
水
準
の
能
力
を
有
し
た
人
材
育
成
が
優
先
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
と
思
い
ま
す
か
ら
、4
年
制
大
学
化
を
広
く
訴
え
、粘
り
強
く
コ
ン
セ
ン
サ

ス
を
得
る
活
動
を
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

S
N
S（Social N

etw
orking 

Service

）と
言
え
ば
、何
を
思
い
浮
か

べ
ま
す
か
。Tw

itter

・Facebook

・

LIN
E

・YouTube

等
、実
際
に
利
用

し
て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

最
近
、飲
食
店
の
ア
ル
バ
イ
ト
従

業
員
が
食
品
を
粗
末
に
扱
っ
た
場

面
、不
衛
生
な
行
為
を
行
っ
た
場
面

を
自
ら
撮
影
、S
N
S
に
ア
ッ
プ
ロ
ー

ド
し
、そ
れ
が
拡
散
し
て
企
業
側
が

法
的
手
段
の
行
使
を
検
討
し
て
い
る

こ
と
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。日
本
で

は「
表
現
の
自
由
」が
憲
法
に
よ
っ
て

保
障
さ
れ
て
い
る
た
め
、S
N
S
に

お
け
る
発
言
、動
画
共
有
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
た
動
画
の
公
開
そ
の
も
の

は
、法
律
に
違
反
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。で
は
、こ
の
場
合
の
法
的
手

段
と
は
何
を
対
象
と
し
た
も
の
な
の

で
し
ょ
う
か
。

不
適
切
な
行
為
に
よ
っ
て
飲
食
店

が
食
材
の
廃
棄
、機
器
の
消
毒
・
買
い

替
え
、こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
休
業

し
た
場
合
、ま
た
、風
評
被
害
に
よ
っ

て
売
り
上
げ
が
下
が
っ
た
場
合
、民

法
の
不
法
行
為
に
該
当
す
る
恐
れ
が

あ
り
、動
画
の
投
稿
者
に
は
企
業
側

が
被
っ
た
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
が

生
じ
ま
す
。そ
の
金
額
は
数
百
万
円

に
お
よ
ぶ
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、

実
際
に
請
求
を
行
う
か
は
、企
業
の

判
断
に
よ
る
た
め
、必
ず
し
も
裁
判

が
起
こ
さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、S
N
S
で
の
発
言
は
、第
三

者
を
誹
謗
中
傷
し
た
場
合
、そ
の
内

容
が
事
実
で
あ
っ
て
も
刑
法
の
名
誉

棄
損
罪
、侮
辱
罪
に
あ
た
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。事
実
で
あ
れ
ば
何
を
発

言
し
て
も
よ
い
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
の
で
す
。発
言
の
中
に
患
者
・
利
用

者
の
個
人
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
場

合
、所
属
す
る
法
人
の
就
業
規
則
等

に
違
反
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、理

学
療
法
士
及
び
作
業
療
法
士
法
第

16
条「
理
学
療
法
士
又
は
作
業
療
法

士
は
、正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
を

除
き
、そ
の
業
務
上
知
り
得
た
人
の

秘
密
を
他
に
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
以
下
、略
）」、第
21
条「
第
16
条
の

規
定
に
違
反
し
た
者
は
、50
万
円
以

下
の
罰
金
に
処
す
る
。」と
あ
り
ま
す
。

表
現
・
発
言
は
自
由
で
す
が
、法

的
、社
会
的
責
任
が
伴
い
、場
合
に

よ
っ
て
は
社
会
的
制
裁
を
受
け
る
こ

と
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

42 S
N
S

S
N
S

会員限定コンテンツに
アクセスしよう！

http://www.japanpt.or.jp

Click!

ア
ジ
ア
理
学
療
法
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

目
指
す
も
の

13   318　踏み出してみよう“海外”への一歩 12



JPTA NEWSリニューアルからの新コーナーでは、様々なご職業の方から、理学療法士である会員の皆さまへメッセージをいただきます。
お問合せ先：JPTA NEWS担当　 news@japanpt.or.jp

INFORMATION

異動・休会・復会・退会等の手続きについて
ご登録内容に変更が生じた場合は、日本理学療法士協会（以下、本会）ホームページ内の【マイページ】へログインし、
Web申請にて各種手続きをお願いいたします。
トラブル防止のため、電話・メール・FAX による各種申請は受け付けておりません。　

〈参考URL〉  http://www.japanpt.or.jp/about/join/change-notifi cation/01/　
＊ Web環境がない場合は、本会事務局（TEL：03-6804-1421）へお問合せください。

マイページへログインできない場合は、マイページログイン画面下の「ログインできない方はこちら」より、再発行の申請をお願いします。
〈参考URL〉  http://www.japanpt.or.jp/inquiry/faq/mypage/system20002.html　（注）お電話によるID・PWのご照会は行っておりません。

マイページのログインID・PWの再発行について

勤務先異動・改姓・自宅住所変更等によりご登録内容に変更が生じた場合は、マイページの「【会員管理】>【異動申請】」よりお手続きください。

休会中の会員が復会を希望する場合、マイページの「【会員管理】>【復会申請】」よりお手続きください。

休会を希望する場合は、マイページの「【会員管理】>【休会申請】」よりお手続きください。

異 　 動

（注）・非常勤の方も勤務先をもつ場合は勤務先会員をご選択ください。・海外会員と登録される場合は、会費の支払い方法について確認させていただきますので、事前に本会事務局へご連絡ください。なお、帰国後は必
ず都道府県士会に所属しなければなりません。・施設移転等による施設情報の変更は、施設代表者様のみご変更が可能です（異動申請は不要）。代表者様は【マイページ】へログインの上「会員管理」➡「マスタ管理」➡

「施設情報メンテ」よりお手続きください。

（注）・当年度会費(1月1日～3月31日の間は次年度会費)納入後の承認となります。

休 　 会

休会中は下記の権利が停止となります。
■ 各種研修会・学会等への会員価格での参加  ■ 各種学会への無料での演題登録
     ■ 学術論文誌「理学療法学」ならびに会報誌「JPTA NEWS」の発送
■ 理学療法士賠償責任保険への加入（全員加入・任意加入） ■ 福利厚生サービス「クラブオフ」の利用　など
■ 選挙権、被選挙権

（注）・休会期間は4月1日から翌3月31日までです。年度途中の休会も終期は3月31日となります。但し、1月1日～3月31日までに行われた休会申請は、終期を翌年3月31日とします。・債務が発生している場合は申
請を受理できません。・休会期間満了時（3月31日)までに復会/休会継続/退会いずれかの手続きが必要となります。・満了時までに手続きがない場合は、規定により退会となりますのでご注意ください。退会
後に再度ご入会される場合は、新人教育プログラム単位や生涯学習ポイントはリセットされるため再履修となります。・休会継続をご希望の場合は、休会継続申請受付期間 (1月1日～3月31日まで)にご申請
ください。・休会中に改姓や連絡先の自宅住所が変更になった場合は、マイページの「【会員管理】>【異動申請】」よりお手続きください。

（非会員価格での参加となり、会員対象の研修会への参加はできません）

復 　 会

本会および都道府県士会を退会する場合は、マイページの「【会員管理】>【退会申請】」よりお手続きください。

会員証は、速やかに破棄してください。

（注）・退会日は退会申請を行った日となります。
・退会後に再度ご入会される場合は、新人教育プログラム単位・生涯学習ポイントはリセットされるため、再履修となります。

退 　 会

会員数 108,634名 平成31年3月7日 現在

◆ 

次
号
の
特
集
は﹁
”未
来“
の
仕
事︵
仮
︶﹂で
す
。

命と向き合う

Tetsuji  Suzuki

新潟県村上市生まれ。一般社団法人日本救急
救命士協会会長、熊野神社禰宜(ねぎ)を務め、
結婚式、安産祈祷、命名、初宮詣、七五三、交通
安全、厄除開運祈祷、病気平癒祈祷、地鎮祭、家
相、神葬祭、水子霊鎮祭、運勢鑑定などゆりかご
から墓場までの人間の生死やライフステージに
関わるたくさんの神事を行っている。現在、多死
社会に向けて「人は死んだらどうなるか？」の講
演などで活躍中。チーム医療推進協議会理事、
日本臨床救急医学会評議員、救急救命士試験
委員。著書に『患者搬送ハンドブック』『水難救助
ハンドブック』他多数。

神職として

救いと感性
見つめた

　医療専門職である理学療法士は、命と密接に関わっています。
　医療技術によって救われる命はたくさんありますが、

「生きる」「救う」とはどういうことでしょうか。
　神道が大切にしている「感性」を通して神職の方に伺いました。

鈴木 哲司
神職 · 救急救命士

 すずき　    てつじ

「
助
け
さ
せ
て
い
た
だ
く
」

私
は
、救
急
救
命
士
と
し
て
目
の
前
で
失

わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
命
が
あ
れ
ば
、無
心

に
な
り
、全
力
を
尽
く
し
て
救
お
う
と
試
み

ま
す
。し
か
し
と
き
に
は
、助
け
る
こ
と
が

果
た
し
て
よ
い
こ
と
だ
っ
た
の
か
ど
う
か
思

い
悩
み
、心
が
痛
む
よ
う
な
症
例
も
あ
り
ま

す
。人
は
人
を
救
っ
た
り
、幸
せ
に
し
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？

ち
っ
ぽ
け
な
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
と

言
え
ば
、神
様
か
ら
い
た
だ
い
た
使
命
を
精

一
杯
果
た
す
こ
と
、そ
し
て
苦
し
む
人
の
心

に
寄
り
添
う
こ
と
く
ら
い
で
す
。だ
か
ら
こ

そ
、私
は
い
つ
も「
人
を
助
け
て
や
っ
た
」の

で
は
な
く
、「
人
を
助
け
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
」「
神
様
が
人
を
助
け
る
そ
の
お
手
伝

い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
」と
考
え
ま

す
。「
患
者
を
助
け
て
や
っ
た
」と
い
う
考
え

は
、傲
慢
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

一
度
消
え
か
か
っ
た
命
が
、私
た
ち
の
助

け
で
再
び
つ
な
が
る
こ
と
は
確
か
に
あ
り

ま
す
。し
か
し
そ
の
命
が
も
う
一
度
輝
き
始

め
る
の
は
、医
療
技
術
を
超
え
た
、そ
の
人

が
も
つ
生
命
力
そ
の
も
の
の
力
で
は
な
い
か

と
思
う
か
ら
で
す
。

人
助
け
を
し
た
り
、人
の
た
め
に
時
間
を

割
く
と
、脳
内
物
質
で
あ
る
オ
キ
シ
ト
シ
ン

や
セ
ロ
ト
ニ
ン
の
脳
内
物
質
が
放
出
さ
れ

幸
せ
で
満
た
さ
れ
た
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
を「
ヘ
ル
パ
ー
ズ
・ハ
イ
」と
い
い
ま
す
。

「
救
う
」こ
と
に
よ
っ
て「
救
わ
れ
る
」の
は

自
分
自
身
で
あ
り
、自
分
に
も
確
実
に「
い

い
効
果
」が
あ
る
の
で
す
。

生
命
に
対
す
る
感
覚
を

麻
痺
さ
せ
る
な

急
性
期
か
ら
慢
性
期
ま
で
患
者
と
関
わ

る
理
学
療
法
士
は
、大
変
や
り
が
い
の
あ

る
仕
事
で
す
。し
か
し
、事
件
や
事
故
に
よ

る
多
発
外
傷
や
自
殺
企
図
の
患
者
が
多
く

入
院
す
る
急
性
期
病
棟
な
ど
は
、と
て
も

ス
ト
レ
ス
フ
ル
な
状
況
が「
日
常
的
」に
繰

り
広
げ
ら
れ
る
壮
絶
な
現
場
で
す
。そ
れ

を
過
剰
な
ス
ト
レ
ス
と
感
じ
す
ぎ
る
と
必

要
な
理
学
療
法
を
こ
な
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、だ
か
ら
と
い
っ
て
そ
の
状
況
が
当

た
り
前
に
な
り
生
命
に
対
す
る
感
覚
を
麻

痺
さ
せ
て
し
ま
え
ば
、自
分
の
命
や
心
に
対

し
て
も
鈍
感
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。　

仕
事
を
離
れ
た
時
間
に
は
、身
近
な
自

然
と
積
極
的
に
触
れ
合
っ
て「
自
然
の
息

吹
」を
全
身
で
感
じ
て
く
だ
さ
い
。空
、海
、

大
地
、山
、川
、植
物
…
ど
れ
ほ
ど
時
が
移
ろ

い
、生
活
様
式
が
進
化
し
て
も
、私
た
ち
は

自
然
の
中
で
生
か
さ
れ
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

人
は「
生
き
て
い
る
」の
で
は
な
く
、「
生
か
さ

れ
て
い
る
」の
で
す
。

感
性
を
大
切
に
し
よ
う

神
様
は
、実
際
に
目
で
見
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。し
か
し
感
じ
る
こ
と
は
誰
に
で
も

で
き
ま
す
。私
た
ち
日
本
人
の
祖
先
は
、遥
か

遠
い
昔
か
ら
、草
木
に
も
石
こ
ろ
一
つ
に
も
神

様
が
宿
る
と
考
え
て
き
ま
し
た
。火
の
神
、水

の
神
、土
の
神
…
人
々
は
自
然
界
の
あ
ら
ゆ

る
も
の
の
中
に
、神
様
を
見
た
の
で
は
な
く
、

感
じ
て
き
た
の
で
す
。

「
感
じ
る
」と
は
、ど
う
い
う
こ
と
な
の
で

し
ょ
う
？

た
と
え
ば
、満
床
の
I
C
U
と
美
し
い

湖
を
望
む
山
の
上
で
そ
れ
ぞ
れ
深
呼
吸
し

た
と
し
ま
し
ょ
う
。ど
ち
ら
の
空
気
も
成
分

（
O2

）は
同
じ
、た
と
え
匂
い
ま
で
ま
っ
た

く
同
じ
だ
と
し
て
も
、確
か
に「
空
気
の
美

味
し
さ
が
違
う
」と
感
じ
ま
す
。つ
ま
り
、目

に
は
見
え
な
い
け
れ
ど
は
っ
き
り
と
わ
か

る
。神
様
は
感
じ
る
存
在
で
あ
り
、神
道
は

「
感
性
の
宗
教
」と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

エ
ビ
デ
ン
ス
主
義
や
科
学
万
能
主
義
、

人
工
知
能
で
発
展
を
遂
げ
る
医
療
で
す
が
、

ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
で
は
患
者
と
理
学
療
法
士

と
い
う
、人
と
人
が
触
れ
合
う
日
常
が
あ

り
ま
す
。そ
こ
に
は
、科
学
だ
け
で
は
決
し

て
解
決
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
人
の
情
や

感
性
が
求
め
ら
れ
る
場
が
あ
り
ま
す
。ぜ

ひ
、臨
床
の
場
に
お
い
て
も
感
性
を
大
切
に

し
て
セ
ラ
ピ
ー
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

会 員 割引制 度について クラブオフについて

本会では、下記の年会費の割引制度を
ご用意しています。
対象の方はぜひ活用ください。

〈参考URL〉
http://www.japanpt.or.jp/about/join/
change-notifi cation/06/

割引制度の詳細は、本会ホームページにてご確認ください。

◎その他サービスの詳細はWebで検索！
 理学療法士協会クラブオフ 検 索

〈特典内容〉

本会では、福利厚生サービスとして、
会員優待料金で様々なサービスが利用可能な

「日本理学療法士協会 クラブオフ」を
ご用意しています。

シニア割引

育児休業割引

海外会員割引

豊富なラインナップでカーライフをサポート！

オリックスレンタカー

＊ 前年度2月20日までにご申請いただいたものについて、
翌年度の年会費に適用いたします。

 基本料金より 最大55％OFF
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2019年4月から
マイページ（会員限定コンテンツ）
へのアクセス方法が
変わりました。

会員の皆様へ重要なお知らせ

※一部、「会員の方へ」に掲載されていた研修会情報行政
審議会情報は「協会について」に移動しています。

HPへアクセス

写真コンテスト
最優秀賞 賞金5万円(1点)

優秀賞2点：賞状 賞金3万円
  佳 作  ：賞状 賞金5千円

応募期間：2019年1月11日～6月30日
理学療法士の活動に関するオリジナリティ
あふれる写真と作品に関するエピソード
（200～400文字以内）をお送りください！

公益社団法人 日本理学療法士協会は「理学療法の日」（7月17日）の広報活動の一環として、「笑顔をあきらめない。」写真コンテスト
を開催いたします。皆様のご応募をお待ちしております。 詳細は、協会Webサイト内の応募要項をご覧ください。

【問合せ先】事務局広報課 写真コンテスト担当（03-6804-1422）

※写真は第6回受賞作品です。

第7回

詳細はこちら
https://goo.gl/vtyuhq

Click!

Click!


